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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

が ち ゃ は ６ 種  類

2 9 回 目 の 山 口 矯 正 展 が 防 府 市 で
「 刑 務 所 作 業 製 品 」 販 売 や 数 多 く の 催 し

務 所 作 業 製 品 」 が 展 示 ・販 売 。 山 口 刑 務 所 で 製 作さ れ た 品 に 加 え 、 全 国 各地 の 刑 務 所 か ら 集 め ら れた 品 物 が ズ ラ リ と 並 ぶ 。　 「 物 販 エ リ ア 」 に は
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社 ・ 団 体 が 出 店 し 、 農 産物 、 雑 貨 な ど を 販 売 する 。　 「 体 験 エ リ ア 」 で は 、山 口 刑 務 所 が 「 木 の 絵 本ぬ り 絵 」  「 モ ザ イ ク タ イル コ ー ス タ ー 製 作 」  「 萩

府 市 大 字 浜 方 ） の 武 道 館で 開 催 さ れ る 。 両 日 と も午 前 ９ 時 ス タ ー ト で 、 １日 目 は 午 後 ４ 時 ま で 、 ２日 目 は 午 後 ３ 時 ま で 。 主催 は 山 口 刑 務 所 （ 山 口 市松 美 町 ３ 、
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１ ４ ５ ２ ）  。 各 日

先 着 １ ０ ０ 人 に は 、 粗 品も 進 呈 さ れ る 。　
懲 役 刑 受 刑 者 の 「 刑 務

作 業 」 で 製 作 さ れ た 「 刑

　
第

2 9

回 山 口矯 正 展が 、 ９
日

（ 土 ）  と

1 0
日

      

（ 日 ）  、キ リ ンレ モ ンス タ ジアム（ 防 府市 ス ポー ツ センター 、 防

焼 絵 付 け 」 コ ー ナ ー を 設け る 。 さ ら に 、  「 本 革 キー ホ ル ダ ー ネ ー ム 打 ち 」（ 広 島 刑 務 所 ）  、  「 性 格 検査 」  （ 山 口 少 年 鑑 別 所 ）  、「 リ ー ス 作 り 」  （ 春 夏 秋冬 ）  、  「 ド ー ラ ン ＆ ほ ふ く前 進 」  （ 自 衛 隊 山 口 地 方協 力 本 部 、 ９ 日 の み ）  、「 万 華 鏡 製 作 体 験 」  （ き らら ガ ラ ス 未 来 館 、 同 ） など 、 約

1 5種 類 の 体 験 が で

き る 。　 「 飲 食 コ ー ナ ー 」 には 、 煮 込 み 豚 ス ペ ア リ ブ（ 鹿 野 フ ァ ー ム ）  、 車 海 老フ ラ イ （ 山 世 水 産 ）  、 お好 み 焼 き （ ち ょ は っ かい ）  、 家 族 ひ よ 子 （ ひ よこ 本 舗

𠮷
野 堂 ） な ど 、 県

内 外 の 約

2 0店 が 出 店 す

る 。　
２ 日 間 に わ た り 、 多 彩

な ス テ ー ジ イ ベ ン ト も 。９ 日 に は 、 太 鼓 、 フ ラ ダン ス 、 ダ ン ス 、 バ ン ド 演奏 な ど が 披 露 。 午 後 ２ 時
2 0分 か ら の 「 山 口 県 警 本

部 音 楽 隊 ＆ ヒ ー ロ ー シ ョ

ま 口 、 庚 申 塔 な ど 、  『 当た り 』 の ガ チ ャ を 引 き 当て て 喜 ん で い る 様 子 を たく さ ん 見 る こ と が で きた 」 と 振 り 返 る 。　
次 回 は 、

1 0日 に 大 殿 地

域 交 流 セ ン タ ー （ 山 口 市

を 超 え た 「 庚

こ う

申 し ん

塔 」 と

「 勅
ち ょ く

撰 せ ん

銅 ど う

碑
ひ

」  。 そ し て 、 ８

月 末 に 安 置 さ れ た 「 洞 春寺 の 令 和 の 大 仏 」 の 計 ６種 類 だ 。 そ れ ら を カ プ セル に 入 れ て 中 身 の わ か らな い 状 態 に し て 、 カ プ セル ト イ を 販 売 す る 機 械 で提 供 す る 。　

1 0月

2 7日 に 山 口 市 道 場

門 前 で あ っ た 催 し 「 ク ラフ ト マ ル シ ェ 」 で 初 め て販 売 。 同 会 の 近 藤 義 則 さん は 「 お 目 当 て の 品 は 人そ れ ぞ れ だ が 、 豆 腐 、 が

同 地 域 の 店 舗 や 文 化 財 のキ ー ホ ル ダ ー を 製 作 。
「 お お ど の マ ニ ア ッ ク が

ち ゃ 」 と し て 、 イ ベ ン トで の 販 売 を 開 始 し た 。　
同 団 体 は 、 山 口 市 内 の

　
山 口 市 大 殿 地 域 の 魅 力

を 発 信 し よ う と 、 ユ ー チュ ー ブ で の 動 画 配 信 な どを 行 っ て い る 「 お お ど のゆ ー ち ゅ ー 部 隊 」  （ 亀 井大 慈 代 表 ） は こ の ほ ど 、

大 学 生 と 地 域 住 民 で 構成 。 題 材 と し た の は 、メ ン バ ー の 店 舗 で も ある 「 ア ト リ エ ａ ． ｐ ．ｒ ． の が ま 口 」  「 堀 北金 物 店 の 外 観 」  「 堀 豆腐 店 の 『 ほ り ち ゃ ん とう ふ 』  」  。 文 化 財 は 、 動画 の 再 生 回 数 が

1 0万 回

大 殿 大 路 ） で 開 か れ る
「 大 殿 ふ る さ と ま つ り 」

の 会 場 で 、 各

5 0個 ・ 計 ３

０ ０ 個 が 販 売 さ れ る 。 １個 ３ ０ ０ 円 。 時 間 は 、 午前 ９ 時 半 か ら 午 後 ３ 時 半ま で 。

ー 」 に は 、  「 音 楽 戦 士 ビー ト 」  「 通 学 路 戦 士 パ トー ラ 」  「 山 口 県 警 音 楽 隊百 討 官 パ ト ル 」 が 出 演 する 。 翌

1 0日 に は 、 打 楽 器

＆ 尺 八 、 ダ ン ス 、 ジ ャ グリ ン グ 、 バ ン ド 演 奏 な どが 繰 り 広 げ ら れ る 。 両 日と も 、 締 め く く り は も ちま き （ 当 た り 入 り ）  。　
さ ら に ９ 日 に は 、 映 画

「 オ レ ン ジ ・ ラ ン プ 」 特
別 上 映 会 （ 要 電 話 予 約 ）と は し ご 車 等 の 展 示 ・ 体験 （ 午 前 ９ 時

2 0分 と 午 後

１ 時 に 整 理 券 配 布 ） も 。　

1 0日 に は 、  「

2 9回 目 」

に か け て 「 す ご い ぞ 肉 フェ ス 」 を 特 別 開 催 。 午 前
1 1時 半 か ら 、 ２ ９ ０ 人 分

の 豚 汁 が 無 料 配 布 さ れる 。 さ ら に 飲 食 コ ー ナ ーに お い て 、 数 々 の 限 定 肉料 理 が 、 協 賛 店 で 提 供 され る 。　
他 に も 、  「 池 坊 華 道 家

藏 重 伸 先 生 × 山 口 刑 務 所コ ラ ボ 『 い け ば な 』 特 別展 示 」  、 ス タ ン プ ラ リー 、  「 ら く が き カ ー 体験 」  、 カ ス タ ム 商 用 車 の展 示 な ど 、 イ ベ ン ト 盛 りだ く さ ん 。 多 く の ゆ る キャ ラ も 来 場 す る 予 定 だ 。

９  ・

1 0日1 0日 の  「 大 殿 ふ る さ と ま つ り 」  で 販 売

「 お お ど  の  マ  ニ  ア  ッ  ク が ち  ゃ 」  ６ 種 類 が 誕 生



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ １ 月 ６ 日 ㈬ 　 ２サ ン デ ー 山 口

　 　

大 森

　
鑑 能

動 物 担 当 学 芸 員
り 、 ま た は 鏡 を つ つ い て コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と ろ うと し た り し ま す 。　

先 日 、 ヤ マ ガ ラ が 博 物 館
の 窓 ガ ラ ス を 何 度 も の ぞ き込 ん で い ま し た 。 カ ラ ス 科の 一 部 の 鳥 類 は 自 己 認 識 がで き る よ う で す が 、 ど う も

　
ミ ラ ー テ ス ト と は 、 鏡 に

映 る 自 分 の 姿 を 自 分 だ と 認識 で き る か ど う か を 調 べ る試 験 の こ と で す 。 動 物 が 眠っ て い る 間 に 、 体 に シ ー ルを 張 り 付 け ま す 。 目 覚 め た動 物 が 鏡 を 見 た と き 、 映 って い る 姿 が 自 分 だ と 認 識 でき る 動 物 は 自 分 の 体 の シ ール を 取 る し ぐ さ を し ま すが 、 自 分 だ と 認 識 で き な い動 物 は 、 急 に 現 れ た 他 個 体の 姿 に 驚 い て 逃 げ 出 し た 生 き 物 の 不 思 議  「 ミ ラ ー テ ス ト 」
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こ の ヤ マ ガ ラ は 認 識 で き てお ら ず 、 窓 枠 の 向 こ う の 自分 に 何 度 も ア プ ロ ー チ を 試み て い ま し た 。　
「 鏡 よ 、 鏡 。 こ の 世 で 一

番 美 し い の は 誰 ？ 」  。 も し鏡 の 向 こ う に は 別 人 が い て話 が で き た ら 、 み な さ ん は何 を 問 い か け ま す か 。 実 はヤ マ ガ ラ に は 別 世 界 が 見 えて い た の か も し れ ま せ ん 。県 立 山 口 博 物 館

窓 ガ ラ ス に 映 る 自 分 の 姿 に 反 応
す る ヤ マ ガ ラ

西 京 銀 行 湯 田 支 店 長荒 あら

瀬
せ

　
ひ ろ み

さ ん

1 9 6 6 年 山 口 市 大 内 生 ま れ 、 平 川 在 住 。 8 7
年 に 山 口 相 互 銀 行 に 入 行 。 9 3 年 に 退 職 し
た が 、 2 0 0 2 年 に 西 京 銀 行 へ 復 職 。 0 4 年 に
は 正 社 員 と な り 、 山 口 マ ネ ー プ ラ ザ 長 、
個 人 営 業 副 部 長 な ど を 務 め た 。 周 南 市 の
桜 木 支 店 長 か ら の 異 動 。
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４ 月 １ 日 付 で 西 京 銀 行

湯 田 支 店 長 に 就 任 し た 。
「 生 ま れ 育 ち 、 現 在 の 生

活 圏 で も あ る 山 口 市 内 の支 店 で 何 が で き る の か ワク ワ ク し て い る 。 地 域 に貢 献 で き る こ と を 考 え てい き た い 」 と 話 す 。　

2 0代 前 半 で 山 口 相 互 銀

行 （ 現 西 京 銀 行 ） に 入行 。 ６ 年 後 、  「 寿 退 社 」を し た が 子 ど も が 小 学 ３年 生 に な っ た の を 機 に 同銀 行 に パ ー ト と し て 復 職し た 。 翌 年 に 契 約 行 員 、さ ら に そ の 翌 年 に は 「 再

雇 用 制 度 」 が 導 入 さ れ た こと も あ り 、 正 社 員 と し て 勤務 。  「 実 家 の 母 や 友 人 の おか げ 」 と 振 り 返 る 。 さ ら に９ 年 後 、 総 合 職 へ 転 換 し 、支 店 長 は ２ 行 目 だ 。 金 融 商品 、 相 続 、 保 険 、 営 業 と 、さ ま ざ ま な 部 署 を 経 験 し 、同 銀 行 会 長 か ら は 「 主 婦 であ る こ と も キ ャ リ ア 」 と 言わ れ た こ と も モ チ ベ ー シ ョン に つ な が っ た 。　
職 場 で は 家 庭 と 仕 事 が 両

立 し や す い 雰 囲 気 を 心 がけ 、 休 日 は 「 お 客 様 が 経 営す る 店 舗 巡 り 」 を 楽 し む 。
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Ｊ  Ａ 山 口 県 女 性 部  ×  コ ー プ や ま ぐ ちお 米 の 食 べ く ら べイ ベ  ン ト を 開 催 ！ 

1 0月

1 6日 に Ｊ Ａ 山 口 県 女 性 部 と 共 催

で 、 こ こ と い ず み 店 に て 「 山 口 米 食べ く ら べ イ ベ ン ト 」 を 開 催 し ま し　
今 回 の 取 り 組 み テ ー マ は 「 女 性 の 力 ！ 」  。

Ｊ Ａ 山 口 県 の 女 性 生 産 者 と コ ー プ や ま ぐ ちの 女 性 消 費 者 と が 力 を 合 わ せ 、 県 内 で 生 産

さ れ る 「 ひ の ひ か り （ ふ れ あ い 米 ）  」  「 こ し ひ か り
（ コ ー プ ラ イ ス ）  」  「 恋 の 予 感 」 の ３ 種 類 を 、 小 さ な お

に ぎ り に し て 準 備 し 、 お 漬 物 や ゆ ず 味 噌 等 の ご 飯 のお 供 も 紹 介 し な が ら 、 お 買 い 物 に 来 ら れ た 皆 さ ん に食 べ く ら べ を し て い た だ き 、 県 内 産 の お 米 を Ｐ Ｒ しま し た 。

た 。 こ の 日 は Ｊ Ａ グ ル ー プ が 提 唱 す る 〝 国 消 国 産 の 日 〞  。 コ ープ や ま ぐ ち の 〝 地 産 知 食 〞 と の コ ラ ボ で す 。

　
参 加 さ れ た 来 店 者 の 方 か ら は 、  「 そ れ ぞ れ に 違 う 味 わ い が あ っ て 美 味

し い 」  「 今 年 は お 米 が 一 時 期 不 足 し て 、 大 切 さ を 実 感 し ま し た 」 と い った 感 想 を い た だ き ま し た 。　
こ れ ま で 、 Ｊ Ａ 山 口 県 と は 、 県 内 の 農 業 を 盛 り 上 げ る テ レ ビ 番 組

「 み ん な の よ い 食 プ ロ ジ ェ ク ト う ま い ル み 〜 つ け た ！ 」 で 、 県 産 農 畜 産
物 の 魅 力 を 発 信 し た り 、 山 口 県 産 の 食 材 を 使 っ た 料 理 実 習 交 流 会 を 共催 し た り す る 等 、 協 同 組 合 間 連 携 を す す め て い ま す 。 こ れ か ら も 相 互の 交 流 を す す め 、 同 じ 生 活 者 の 立 場 と し て 、 食 と 農 の 結 び つ き を 強 める 取 り 組 み を 行 っ て い き ま す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィテ ー シ ョ ン ︼

1 1月

2 3日

（ 土 ）  サ ビ エ ル 記 念 聖 堂

　

1 0時 〜

1 1時 半

　
レ ク チ ャ

ー
　
ロ マ ン 派 以 降 の フ ラ

ン ス オ ル ガ ン 音 楽 と そ の時 代 の オ ル ガ ン

　
定 員

3 0

名 （ 無 料 ・ 要 申 込 ）

1 4時

コ ン サ ー ト （ 献 金 ）

　
講

師 ＆ 演 奏 者 坂 戸 真 美 （ 青山 学 院 大 学 オ ル ガ ニ スト ）

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

１ ５ ４ ９
1 0日  （ 日 ）  :

萌 え サ ミ ッ ト

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は 1 1 月 1 3 日 掲 載

コ ン サ ー ト


